
士幌然別湖線道路問題を考える

たかが二・六㌔の

観光道路されど…

浩 三1俵

たわら ひろみ

1930年 東京都生まれ。

千葉大学造園学部卒業。

厚生省国立公園部、北海

道生活環境部などをへて、

現在、専修大学北海道短

期大学教授(園 芸学)。

学術博士。野山をゆっく

り歩 くことが趣味。

著書に 『北海道の自然

保護一その歴史と思想』

『緑の文化史』など。

二
〇
年
前
に
中
止
と
な

っ
た
観
光
道
路
が
復
活

「士
幌
然
別
湖
線
道
路
問
題
」

(通
称
士
幌
高
原
道
路
問

題
)
と
聞
い
て
も
、
多
く
の
方
々
に
は
何
の
こ
と
か
ピ
ソ
と

こ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
然
別
湖
周
辺
の
道
路
整
備
状
況

を
振
り
か
え
り
な
が
ら
、
い
ま
何
故
、
こ
の
道
路
が
自
然
保

護
上
の
問
題
と
な
る
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

然
別
湖
は
大
雪
山
国
立
公
園
東
南
部
の
美
し
い
湖
で
あ
る
。

こ
こ
が
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
る
直
前
の

『
国
立
公
園
候
補

地
調
査
概
要
』

(
一
九
三

一
)
に
は
、
然
別
湖
に
つ
い
て

「本
区
域
唯

一
の
湖
沼
に
し
て
本
候
補
地
に
千
金
の
値
を
加

う
る

も

の
な

り
。

…
周

囲

は

エ
ゾ

マ
ツ
、

ト
ド

マ
ッ
の
原
生

林

に
蔽

わ
れ

る
神

秘
境

な

り
。

…
然
別
湖

は
帯

広
駅

よ
り
約

五
〇
キ
。
自
動
車

約

三
時

間

に
し

て
達
す
。

目
下

自
動
車

終
点

(
扇

ケ
原

)
よ

り
湖
岸

ま

で
は
約

一
・
五
キ
。を

歩
行

す
る

を

要
す
」

と
書

か
れ

て

い
る
。

そ
れ

か
ら
間
も

な

く
、

帯
広

か
ら
鹿

追
町

を

へ
て
然
別
湖

湖
畔

に
達

す
る
道

路

が
完

成

し
、

さ

ら

に
昭
和

四

二
年

に
は

然
別

湖

と
糠

平
温

泉

を
連

絡
す

る
道

路

(現

在

の
道

々
糠

平

鹿
追

線

)
も
開

通

し
た
。

つ
ま
り
現

在

の
然

別
湖

へ
は
、

南

の
鹿

追

町
方
向

と
、

北

の
糠

平

(
上
士
幌

町
)
方

向

の

二
方

然 別 湖 周 辺 図図1
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向

か
ら
、

到
達

す

る

こ
と
が

で
き

る

の
で
あ

る

(
図

1
)
。

と

こ
ろ
が

、

さ
ら

に
東

方
向

の
士

幌
町

か

ら
然
別

湖

へ
向

か
う
道

路

工
事

が
昭
和

三
七
年

か
ら
始

ま
り

(当

初

は
町

道
、

昭
和

四

四
年

か
ら
道

々

鯛
士
幌

然
別

湖
線
」

)
、

国

立
公
園

区
域
内

の
東

ヌ
プ

カ
ゥ

シ
山
を

め
が

け

て
徐

々
に
高

度
を

あ

げ

て
き

た
。

し
か

し
急
峻

な
山

の
斜

面

に
、

ヘ
ア
ピ

ソ
カ
ー

ブ
を
連

続

さ

せ
た
道

路

(
図

1
の

A
)

の
工
事

は
山

肌
を
醜

く

削

り
と

っ
た

の
で
、

「
ひ
ど

い
自
然

破
壊

だ
」

と

の
世
論

が

た

か
ま

り
、

ま
た

道
路

予
定
地

(
図

1
の
B
付

近

)

に
は

ナ
キ

ウ

サ
ギ

の
生
息

地

や

コ

マ
ク
サ

の
群
落

が

あ
り
、

「
貴

重

な
自

然
環

境

だ
」

と
指
摘

さ
れ

、
昭

和

四
七
年

に
工
事
が

中

止
さ

れ

た
。

以
来
、

こ

の
道

路

工
事

は
中
断

さ
れ

た
ま

ま

に
な

っ
て
い

る

が
、

そ

の
間
、

昭
和

五

三
～

五
六
年

に
北
海

道

は
道

路
予

定
地

周

辺

の
自
然

環
境

調
査

な
ど

を
実

施
し

た
。

そ

の
自
然

環
境

調
査

の

一
部

に
は
北
海
道

自

然
保
護

協
会

も
関

係

し
た

が
、

協
会

と

し

て
は
、

こ
の
路

線
選

定

は
自

然
保
護

上

の
問

題
が

大

き

い

の
で
、
ど

う
し

て
も

道
路

を
開
削

す

る

な
ら
東

ヌ
プ

カ

ゥ

シ
山
南

麓

に
路
線

を
変
更

す

べ
き

で
あ

る

と
提
言

を
し

て
い
る
。

し

か
し
、

そ

の
提

言
は
容

れ

ら
れ

る
と

こ
ろ

と
な

ら
ず

、
北

海
道

で
は
当
初

計

画
を

一
部
修

正

し
、

ナ

キ

ウ

サ
ギ
生

息
地

付
近

は

ト

ソ
ネ

ル

(
駒
止

ト

ソ
ネ

ル
)

と
す

る
工
法

を

採
用

し
、

昭
和

六

三
年

に

『
一
般
道

々
士

幌
然

別

湖
線

自

然
環

境

調
査

報
告
書

』

を
作

成
、

公
表

し
、

環
境

ア

セ

ス
メ

ソ
ト

の
手
続

き

に
入

っ
た

(
図

2
)
。

こ
れ

に
対

し

て
、
自

然
保

護
関

係
者

か
ら
は
大

き
な
反
発

が
あ

っ
た

の

で
、

北
海

道

で
は
さ

ら

に
補
足

的
調
査

を
実
施

す
る

こ
と
と

な
り
、

最
近

ま

で
経

過

し

て
き
た
。

そ

の
補

足

的

調
査

が
ど

の
よ

う
な

も

の

で
あ

る

か
は
知

ら

な

い
が
、

北

海
道

土
木

部

に
よ

る
と
、

地

元

の

一
自

然
保
護

団
体

の
理
解

を
得

て
、

事
業

を
再

開

す
る
予

定

で
あ

る
と

い

う
○

こ
の
士
幌

然
別
湖

線

の
未
開

削
部

分

(
図

1

の
A
～

B
～

C
)

は
約

二

・
六
キ
ロ
で
あ
る
。

「
あ
と
僅

か
な

ん
だ
か

ら
、

せ

っ
か
く

こ

こ
ま

で
来

た

の
だ
か

ら
」

と

い
う
思

い
が
、

地

元
関

係

者

や
北
海
道

土
木

部
関

係
者

の
中

に
あ
る

こ
と

は
理

解

で
き

る
。

し

か
し

こ
れ

は
、

「
た
か

が

二

・
六
キ
ロ
の
観
光

道
路

、

さ
れ

ど
自
然

保
護

の
重

大
問

題
」

な

の

で
あ
る
。

な
お

士
幌

然
別
湖

線
問

題

に

つ
い

て
は
、

「
N
C
」

の
六

二
、

六
三
、

六

四
、

六

五
、

七
七
号

、

「
北
海

道

の
自
然
」

二
七
号

に
関
連

記
事

が

の

っ
て

い
る
。

ま

た
然

別
湖

周
辺

の

ナ

キ
ウ

サ
ギ

に

つ
い

て
は
本
誌

の
別

項

「
ナ

キ
ウ

サ
ギ

の
分

布

と

生
態

」

を
参
照

し

て

い
た

だ
き

た

い
。

こ
の
道
路
の
最
大
目
的
は
す
で
に
達
成
さ
れ
て
い
る

そ
も
そ
も
、
こ
の
道
路
は
何
を
目
的
と
し
て
発
想
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
当
初
か
ら
然
別
湖

へ
到
達
す
る
の
が

目
的

で
は
な

か

っ
た
。

先

の

ア
セ

ス
メ

ソ
ト
手
続
き

で
北
海

道
が

作
成

し
た

『
一
般

道

々
士
幌

然
別

湖
線
自

然
環

境
調
査

報

告
書
』

を
見

て
み
よ
う
。

そ
れ

に
よ
れ
ば
、

こ

の
道
路

は
、

原
野
状

態

だ

っ
た
士
幌

町

の
新

田
地
区

に
、
農

牧
地

を
整
備

す
る

た
め

の

「
農

業
構

造
改

善
事
業

に
よ
る
草

地
造
成

工
事

の
牧
道

と

し

て
」

着
手

さ
れ

た

の

で
あ

る
。

そ
し

て

「
本
路

線

の
整

備

は
、
士

幌
町

か

ら
東

ヌ
プ

カ
ゥ

シ
南
麓

に
か
け

て

た
び

た
び
発

生
す

る
山

火
事

に
対
す

る
消

火
体
制

を
強
化

す

る
た

め
、
地

域
住

民

に
と

っ
て
開
拓

以
来

の
強

い
願
望

で
あ

り
」

と
あ

る
と
お

り
、

山
火
事

対
策

が
最

大

の
目
的
だ

っ
た

の

で
あ

る
。
現

在

の
士
幌

然

別
湖
線

が
計

画
さ

れ
た
時

の

目

的
も
、

「
山
火
事
対
策

お
よ
び
然
別
湖

へ
の
連
絡
を
目
的

に
」

と

、
道

路
を

必
要

と
す

る
第

一
の
理
由

に

「
山
火

事
」

が
あ

げ

ら
れ

て
い
る
。

そ
れ

で
は
山
火
事

は

ど

こ

で
起

こ
る

の
だ
ろ

う
か
。

そ
れ

動
物
へ
影
響
少
な
い

ロ
じち
ロ
コロ

士
幌
・
然
別
湖
線

欄

唱

、

自
然
保
護
団
体
、強
く
反
発

士
幌
へ

… 一一。当:初計 画ルート

彗鑛盆
()す キウサキ:生息地

四
ナ
七
年
以
来
十
五
年
間
工

事
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
道
道

士
幌
・
然
別
湖
線
に
つ
い
て

道
は
二
十
五
日
ト
ン
ネ
ル
や
橋

を
使
う
修
正
ル
ー
ト
計
画
な
ら

「ナ
キ
ウ
サ
ギ
な
ど
動
物
の
生

息
環
境
へ
及
ぼ
す
影
響
は
少
な

い
」
な
ど
と
す
る
自
然
環
境
調

杏
　報
告
宙
を
発
表
1只

二
十
⊥
ハ

日
か
ら
三
十
日
悶
同
報
告
畜
の

縦
覧
を
行
う
ほ
か
、
十
二
月

一

日
竃

一兀
一二
町
轟

明
会
を

開
く
こ
と
に
し
た
.
同
計
画
に

つ
い
て
は
地
元
で
歓
迎
す
る
函

が
あ
る
一方
、
今
回
の
報
告
轡

に
対
し
目
然
保
護
団
体
は

「調

査
方
法
に
疑
問
が
あ
る
」
な
ど

と
反
発
を
強
め
て
い
る
.

(親
告
書
の
要
旨
4
面
、
関
連

記
事
21
面
に
)

十
幌

・然
別
湖
線

(全
長
二

十
三
♂
)
は
初
め
士
幌
町
道
と

し
て
=
不
七
年
か
ら
工
事
が
始

ま
り
、
四
十
四
年
か
ら
道
道
に

認
疋
さ
れ
、
翌
年
か
ら
道
が
工

士幌然別湖線の環境影響調査 を報ず る北海道新聞

(1987年11月26日)

図2

は

報
告
書

に

「
士
幌
町

か

ら
東

ヌ
プ

カ
ウ

シ
南
麓

に

か
け

て
た
び

た
び
発
生

す

る
山
火
事

」

と
明
記

さ
れ

て

い
る
通
り

で
あ
る
。

念

の
た
め
に

『
し
ほ
ろ
村
史
』

(
一
九

六

二
)
で
確
認

し

て
み
よ

う
。
ま

こ
と

に
明

快

な
記
述

が
あ

る
。

「
十

勝
平
野
は
野
火
の
国
で
あ

っ

た

こ
と

は
林

業
常
識

か

ら

容
易

に
推

理

で
き

る

こ
と

で
…
、
士
幌

村

な
ど
は
、

そ

の
好
例

の
よ
う

で
あ
る
。

村

の
西
北
部

の
緩
傾

斜
地

か
ら

扇

ケ
原

一
帯

に
か

け

て
は
、

古
来

し
ば

し
ば
繰
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返

し

て
燃

え
た

こ
と

が
林

相

の
上

に
現
れ

て
い
る
。

東

西

ヌ

プ

カ

ゥ

シ
ヌ
プ

リ

に
し

て
も

「
草

山
」

と
和
訳

す

る

こ
と

の

で
き

る
地
名

で
あ
る

が
、

こ
れ

は

か
な

り
古

い

こ
ろ

か

ら
無

立

木

の
山

で
あ

っ
た

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

と

こ
ろ

が
、

峠

を

ひ
と

つ
ま

た

い

で
然

別
湖
湖

畔

に
出

る
と

、
景

観

は

一

変

す
る
。

火

と

は
ま

っ
た
く
無
縁

の
針

葉
樹

の
原
生

林

が
湖

面

に
姿

を
映

し
、

分

水
嶺

が
天

然

の
消

火
線

で
あ

っ
た

こ
と

を

教

え

て
い
る
。

」

す
な

わ
ち

山
火

事

対
策

が

必
要
な

の

は

「
山
麓

」

な

の

で

あ

る
。

「
士

幌

町

か
ら
東

ヌ
プ

カ

ウ

シ
南
麓

に
か
け

て
」

の

地

域

で
発
生

す

る
山

火
事

に
対

し

て
は
、

す

で
に

工
事
を

終

え

た
部
分

の
士
幌

然

別
湖
線

道
路

で
十
分

に
対
応

す

る

こ
と

が

可
能

で
あ

り
、

い
ま

さ
ら
山
頂

部

に

ト

ン
ネ

ル
を
含

ん

で

新

た

な
開

削

を
行

う

必
要

性

は
ま

っ
た
く

認
め

ら
れ

な

い

の

で
あ

る
。

効

果
が
薄

い
士
幌

町

と
然
別

湖

の
短
絡

次

に

「
山

火
事

対

策
お

よ
び
然

別
湖

へ
の
連
絡

を

目
的
」

と
す

る
士
幌

然
別
湖

線

の
第

二
の
目
的
を
検

討
し

て
み
よ

う
。

現

在
、

士
幌

町

か
ら

然
別
湖

へ
は
車

で
到
達

す

る

こ
と
が

で

き

な

い
の
だ

ろ

う
か
。

実

は
現
状

で
も
既
存

の

「
道

々
本
別

新
得

線
」

を

利
用

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
十
分

に
可
能

な

の
で

あ

る
。

た
し

か

に
士
幌

然
別

湖
線

の
未

開
削

部
分

を
貫

通

さ

せ

れ
ば
、

一
〇
キ
ロ
程
度

(
以
内

)

の

「
短
絡
」

に
は
な

る
だ

ろ

う
。

し

か
し
現

在

の
車
社

会
、

と

く

に

『
一
般

道

々
士
幌

然

別
湖
線

自

然
環

境

調
査
報

告
書
』

に
明
記

さ
れ

て
い
る

よ

う

な
、

「
帯

広
市

方

面
を
結

ぶ
連

絡
道

路
、

さ
ら

に
隣

接
す

る

道
東
圏

の
主
要

観
光

地

で
あ

る
オ

ソ
ネ

ト
ー

や
阿
寒

湖
畔

と

の
相

互
連

絡
道

路

と
し

て
重
要

な
役

割
を
持

ち
」

と

い
う

一
〇
〇
キ
。
～

二
〇

〇
キ
。
オ
ー
ダ

ー

の
広

域
的

利
用

の
道

路
網

に
あ

っ
て
は
、

一
〇
キ
。
程
度

の
僅

か

な
距
離

の
短
絡

は
ほ

と

ん
ど
意

味
を

な

さ
な

い
も

の

で
あ

る
。

さ

ら

に
同
報
告

書

で
は
、

「
主
要
道

々
鹿

追
糠

平
線

し

か

連
絡

道
路

を
持

た
な

い
然
別

湖
畔

に
と

っ
て
は
、
自

然
災
害

、

交

通
事

故
、

そ

の
他

の
緊
急

事
態

の
発

生

な
ど

に
弾
力

的

に

対

応

で
き

る
代
替

ル
ー

ト
あ
る

い
は
迂

回

ル
ー

ト
と

し

て
重

要
」

と
し

て

い
る
が
、

先

に
紹
介

し

た
よ

う

に
、

現
在

の
然

別

湖

は

二
方

向

か
ら

到
達

で
き

る

ル
ー
ト
を

も

っ
て
い
る

の

で
あ

る
。
道

内

に
は
然

別
湖

畔

よ
り
大

き

な
観
光

集
落

で
、

一
方
向

か

ら
し

か
到
達

で
き

な

い
袋

小

路

で
、
代

替
、

迂

回

ル
ー

ト
を
も

た

ぬ
地
区

が

た
く

さ
ん
存

在

し

て
い
る
。

そ

う

し
た
中

で
然

別
湖

が

三
方
向

か
ら

の
道

路
を
整

備
し
、

代
替

、

迂

回

ル
ー

ト
を

も
た

な
く

て
は

な
ら

な

い
必
然
性

は
ま

っ
た

く
認
め

ら
れ

な

い
。

よ
し

ん
ば
代
替

、
迂

回

ル
ー

ト

の
必
要

性

を
認

め
た

と

し

て
も

、

こ
の
路
線

に
お
け

る
有
効

受

益
範

囲

は
、

道

々
鹿
追

糠
平

線
と

道

々
本

別
新

得
線

の
分

岐

点

か

ら
道

々
鹿
追
糠

平
線

と
新
設
道

路

の
分
岐

点

に
至
る

の
間

の
、

き
わ

め

て
僅

か
な
区
間

だ
け

で
あ
り
、

そ

の
僅

か
な
区

間

で
、

「
自

然
災

害

、
交

通
事

故
、

そ

の
他

緊
急

事
態

の
発

生
」

す

る
確

率

は
き

わ

め

て
小

さ
な

も

の
で
あ

る
。

つ
ま

り

こ
の
記

述

は
客
観

的

な
説
得

力

が
小

さ
く
、

士
幌

然
別

湖
線

の

「
事

業

の
目
的

」

を

に
ぎ

や
か

に
す

る

「
作
文
」

に
す
ぎ

な

い
、

と

の
印
象

が

つ
よ
い
。

こ

の
よ
う

に
第

二
の
目
的

の

「
然

別
湖

へ
の
連

絡
」

は
、

「
山
火
事
」

の
後

か
ら
発

想
さ
れ

た
副
次
的

な
も

の

で
あ

り
、

そ

の
効
果

も
大

き
く

な
く
、

そ

こ

に
長

大

ト
ネ

ソ
ル
新

設

の

よ
う

な
莫

大

な
経
費

を

か
け
る

の
は
税

金

の
無
駄

遣

い
、

と

の
疑

問
を

も

た
ざ

る
を
得

な

い
。

士
幌

か

ら
然
別

湖

を
連
絡

す
る

た

め
に

は
、
既
存

の
道

々
本

別
新

得
線

を
改

良
、

整
備

し
た

方
が
、

は
る

か
に
効
率

的

で
あ

り
、
公

共
事

業

の
も

つ

本
来

の
使
命

に
合
致

し

て

い
る

こ
と

は
明

ら
か

で
あ

る
。

そ
の

よ
う
な

状
況

の
中

で
は
、

新
規

開
削

を
断

念

し
、
す

で
に
開
削

し
た
道

路
部
分

を
生

か
し

て
終
点
施

設

を
整
備

し
、

そ

こ
か
ら
例

え
ば
東

ヌ
プ

カ
ウ

シ
山
あ

る

い
は
白

雲

山

へ
の

自
然
探
勝
歩
道
を
整
備
す
る
な
ど
の
方
策
を
講
ず
る
方
が
、

は
る
か
に
大
雪
山
国
立
公
園
ら
し
い
魅
力
を
ひ
き
だ
す
こ
と

が
で
き
、
ま
た

「
地
域
の
活
性
化
」
に
貢
献
す
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

自
然
保
護
理
念
に
反
す
る
公
共
事
業
は
執
行
す
べ
き
で
な
い

大
雪
山
国
立
公
園
は
申
す
ま
で
も
な
く
日
本
に
お
け
る
最

大
、
か
つ
最
も
豊
か
な
原
始
的
自
然
環
境
を
誇
る
国
立
公
園

で
あ
り
、
こ
れ
を
適
正
に
保
護
す
る
と
と
も
に
、
保
護
の
は

か
ら
れ
る
範
囲
で
節
度
あ
る
利
用
を
心
が
け
る
べ
き
こ
と
は
、

ひ
と
し
く
国
民
、
道
民
の
責
務
で
あ
る
。
ま
た
日
本
の
国
立

公
園
は
国
際
的
水
準
で
見
る
と
、
自
然
保
護
面
が
弱
く
適
格

性
を
欠
く
面
が
あ
り
、
国
際
的
に
通
用
す
る
国
立
公
園
を
実

現
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
日
本
の
国
立
公
園
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
が
、
大
雪
山
国
立
公
園
は
す
で
に
国
際
的
に
通
用
し

得
る
潜
在
的
な
資
質
を
十
分
に
備
え
て
い
る
、
と
い
え
る
。

そ
う
し
た
中
で
こ
の
道
路
事
業
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
大

石
環
境
庁
長
官

(昭
和
四
六
年
当
時
)
の
決
断
に
よ
っ
て
、

工
事
半
ば
に
し
て
中
止
さ
れ
た

「
尾
瀬
観
光
道
路
」
の
前
例

を
引
く
ま
で
も
な
く
、
大
雪
山
国
立
公
園
内
に
お
い
て
も

「赤
岳
観
光
道
路
」
が
自
然
保
護
上
の
理
由
に
よ
っ
て
工
事

途
中
で
延
長
を
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
旭
岳
温
泉
、

天
人
峡
温
泉
、
白
金
温
泉
、
十
勝
岳
温
泉
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
温

泉
な
ど
、
袋
小
路
の
道
路
は
大
雪
山
国
立
公
園
内
に
数
多
く

存
在
し
、
是
非
と
も
本
路
線
の
未
開
削
部
分
を
開
通
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
な
い
。

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
大
雪
山
国
立
公
園
を
舞
台
と
し

て
起
こ
っ
た

「大
雪
縦
貫
道
路
計
画
」
の
中
止
に
際
し
て
、

今
後
の
国
立
公
園
な
ど
の
道
路
の
在
り
方
の
基
本
を
示
し
た

国
立
公
園
道
路
の
憲
法
と
も
い
う
べ
き
考
え
方
が
、
環
境
庁

自
然
環
境
保
全
審
議
会
の

「林
部
会
長
談
話
」
と
し
て
、
昭

和
四
八
年
に
公
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
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「林
部
会
長
談
話
」
で
は
、
今
後
の
国
立
公
園
な
ど
の
道

路
の
新
設
は

「経
済
的
、
社
会
的
観
点
な
ど
か
ら
、
そ
の
道

路
が
是
非
必
要
で
あ
り
、
他
に
こ
れ
に
代
わ
る
適
切
な
手
段

が
見
出
だ
せ
な
い
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
た
上
で
、
原
始
的
地
域
、
亜
高
山
帯
、
高
山
帯
、
希
少

な
動
植
物
の
生
育

・
生
息
環
境
な
ど
は

「あ
ら
か
じ
め
慎
重

に
避
け
る
よ
う
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

士
幌
然
別
湖
線
は

「林
談
話
以
前
に
許
認
可
さ
れ
た
道
路
」

だ
か
ら
、
こ
れ
に
従
う
必
要
が
な
い
、
と
楽
観
視
す
る
関
係

者
も
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
物
理
的
に
着
工
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
昔
の
許
認
可
か
ら
設
計
が
変
更
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

当
然
の
こ
と
と
し
て
新
た
な
国
立
公
園
事
業
認
可
事
項
の
変

更
申
請
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
際
、
自
然
環
境
保
全
を
基
本

政
策
の
一
つ
に
す
え
る
北
海
道
と
し
て
は
、

「林
部
会
長
談

話
」
の
趣
旨
に
反
す
る
よ
う
な
公
共
事
業
を
新
た
に
実
施
す

る
こ
と
は
、
道
政
の
基
本
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た

め
北
海
道
と
し
て
は
、
未
着
工
部
分
の
道
路
新
設
は

「経
済

的
、
社
会
的
観
点
な
ど
か
ら
、
そ
の
道
路
が
是
非
必
要
で
あ

り
、
他
に
こ
れ
に
代
わ
る
適
切
な
手
段
が
見
出
せ
な
い
こ
と

.
が
前
提
」
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
原
始
的
地
域
、
亜
高
山
帯
、

希
少
な
動
植
物
の
生
育

・
生
息
環
境
な
ど
は

「
あ
ら
か
じ
め

慎
重
に
避
け
る
よ
う
配
慮
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
立
証
す
る

責
任
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
士
幌
然
別
湖
線
の
未
着
工
部
分
の
着
手
に
際
し

て
は
、
①
現
在
で
も
本
路
線
の
最
大
目
的
で
あ
る
山
火
事
対

策
の
た
め
新
規
開
削
が
是
非
必
要
で
あ
る
こ
と
、
②
士
幌
町

か
ら
然
別
湖

へ
到
達
す
る
道
路
は
本
路
線
以
外

に
は
存
在
し

て
い
な
い

(本
別
新
得
線
が
存
在
し
て
い
な
い
)
こ
と
、
③

未
着
工
部
分
の
路
線
周
辺
に
は
コ
マ
ク
サ
群
落

や
ナ
キ
ウ
サ

ギ
生
息
地
な
ど
貴
重
な
自
然
環
境
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
、

な
ど
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
証
明
は
事

実
上
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

ボ
タ
ン
の
か
け
違
い
は
早
く
是
正
を

以
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
士
幌
然
別
湖
線
の
未
着
工
部

分
の
新
規
開
削
に
つ
い
て
は
、
①
本
路
線
を
必
要
と
す
る
原

点
と
な
っ
た
山
火
事
対
策
に
つ
い
て
は
、
新
規
開
削
を
行
わ

な
く
て
も
十
分
に
対
応
が
可
能
で
あ
り
、
地
元
住
民
の

「
開

拓
以
来
の
強
い
願
望
」
は
す
で
に
充
足
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

②
本
路
線
の
副
次
的
な
目
的
で
あ
る
士
幌
町
か
ら
然
別
湖

へ

到
達
す
る
こ
と
は
、
既
存
の
道
路
利
用
で
可
能
で
あ
り
、
短

絡
の
効
果
や
迂
回
、
代
替
性
の
効
果
は
、
莫
大
な
工
費
を
必

要
と
す
る
ト
ソ
ネ
ル
な
ど
の
投
資
効
率
か
ら
見
れ
ば
、
き
わ

め
て
小
さ
く
、
税
金
の
無
駄
遣
い
の
疑
問
が
あ
る
こ
と
、
③

自
然
環
境
保
全
を
基
本
政
策
の

一
つ
と
す
る
北
海
道
と
し
て

は
、
大
雪
山
国
立
公
園
の
自
然
保
護
理
念
に
反
す
る
事
業
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
こ
と
な
ど
、
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。

士
幌
然
別
湖
線
の
実
現
に
対
し
て
地
元
の
総
合
開
発
促
進

期
成
会
な
ど
か
ら
、
強
い
要
望
が
で
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
本
路
線
が
発
想
さ
れ
た
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
四

〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
社
会
的
背
景
は
、
観
光
開
発
優
先

で
、
北
海
道
の
総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
も
、
自
然
保
護
よ

り
道
路
開
発
が
重
視
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
当
時
、

す
な
わ
ち
環
境
庁
が
設
立
さ
れ
る
以
前
の
時
代
に
、
厚
生
省

国
立
公
園
部
に
よ
っ
て
、
本
路
線
が
国
立
公
園
計
画
に
位
置

づ
け
さ
れ
、
ま
た
事
務
手
続
上
の
許
認
可
を
得
た
と
し
て
も
、

そ
の
工
事
は
二
〇
年
も
中
断
さ
れ
た
ま
ま
で
推
移
し
た
事
実

に
照
ら
せ
ば
、
当
時
の
許
認
可
は
失
効
し
て
お
り
、
新
た
な

時
代
に
即
応
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
見
る
の
が

妥
当
な
社
会
通
念
で
あ
る
。

(
こ
の
道
路
が
計
画
さ
れ
た
と

同
じ
こ
ろ
、
北
海
道
総
合
開
発
計
画
で
華
々
し
く
登
場
し
た

「苫
小
牧
東
部
大
規
模
工
業
基
地
」
が
、
当
時
の
政
府
に
よ
っ

て
認
知
さ
れ
た
か
ら
、
そ
れ
は
今
で
も
有
効
で
、
そ
の
計
画

を
是
非
と
も
実
現
す
べ
き
だ
、
と
考
え
て
い
る
人
が
い
る
だ

ろ
う
か
。
)

こ

の
二
〇
年

の
間

に
国
立

公
園

行
政

は
環
境

庁
自

然
保

護

局

の
所

管

す

る
と

こ
ろ

と
な

り
、

国
立
公

園

の
担

う
社
会

的

役
割

は
大

き
く
変

化

し
、

自
然
保
護

が
ま

す
ま

す
重

要
視

さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る
。

ま

た
現

在

は
リ
ゾ

ー

ト
ブ
!

ム

の
時
代

で
、
今

後

、
新

た

に

一
四
〇

箇
所

を
超

え

る
リ
ゾ

ー

ト
開
発

計
画

が
北

海
道

内

で
予
定

さ
れ

て
お
り
、

そ
の
乱
開

発

を

い
か

に
防

ぐ

か
が
道

政

の
大
き
な
課
題

と
な

っ
て
い
る
。

昨
年

一
〇

月

一
四
日

の
各
新

聞

に
よ
れ
ば
、

総

理
府

が
行

っ

た

「
自
然

の
保

護

と
利

用

に
関

す

る
世

論
調

査
」

で
も
、

自

然
保

護
を
優

先

さ

せ
る

べ
き

と
す
る
世
論

が
観

光
開

発
支

持

を
上

回

っ
て
い
る
。

ま

た
同

一
〇
月

二
三

日
の
北
海

道
議

会

で
は
、
自

民
、
社

会

、
公

明
、

民
生

ク
ラ
ブ
、

共
産

、
道

政

ク

ラ
ブ
が
超

党

派

で
共
同

提
案

し
、

「
リ
ゾ

!

ト
乱

開
発

抑

制

」

を
決
議

し

て

い
る
。

(
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そ

う
し

た
中

で
は
、

せ
め

て
国
立
公
園

く
ら

い
は
新
た

な

観

光
道

路

な
ど

の
開
発

を
抑

制

し
、

貴
重

な
自

然
環
境

を
守

る

こ
と
が
道

政

に
携

わ
る
者

の
責
務

の
は

ず

で
あ
る
。

そ

れ

に
も

か
か
わ

ら
ず

、
北

海
道

が
自

ら
事

業

主
体

と
な

っ
て
、

し
か

も

二
〇
年

以

上

も

前

の
観
光

開
発

優

先
時

代

の
"過

去

の
遺
物

"
の

よ
う

な
本

路

線

の
未
開

削
部

分

を
、

莫

大

な
経

費

を
か

け

て
着

工

す
る

の
は
、
道
政

と
し

て
愚

か
な
、

誤

っ

た
選

択

と

い
わ
な

け
れ

ば

な
ら
な

い
。

い
た

ず
ら

に
過

去

の

経
緯
、

事

業

の
継
続

性

に
と

ら
わ
れ

る
こ
と

な
く
、

冷
静

か

つ
総

合
的

に
判
断

す

れ
ば

、
士
幌

然
別
湖

線

の
未
着

工
部

分

の
新
規

開
削

を
断

念

す

べ
き

で
あ
る
。

そ
れ

よ
り
現

在

の
終

点

付
近

で
駐

車

ス
ペ
ー

ス
や
休
憩
舎

な
ど
若

干

の
施

設
を

整

備

し
、

東

ヌ
プ

カ
ウ

シ
山

な
ど

へ
の
自
然
探

勝

歩
道

を
完
備

し
た
方

が
、

よ

ほ
ど
大

雪

山
国
立

公
園
ら

し

い
魅

力

が
大

き

く
な

る

で
あ

ろ
う
。

「
ボ

タ

ソ
の
か
け
違

い
」

を
、
最

後

ま

で
か
け
違

え
る

こ
と

の
な

い
よ

う
切

望
し

て

い
る
。
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